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立石遺跡は、甲府盆地南東縁に広がる曽根丘陵上に位置している。

曽根丘陵の命名は田中 (1925)に よるとされている (笠井、1952)。 曽根丘陵を構成する地質

は曽根層群と呼ばれ、下位から高部層、寺尾礫層、黒富士火砕流堆積物、局所的な佐久シルト

層、八ヶ岳の崩壊による韮崎岩層流堆積物、さらに上位に扇状地性砂礫層 (原礫層)が堆積し

ている (内藤、1988)。 原礫層は、上部は風化し古土壊となっていて、その上位に褐鉄鉱の薄層

を挟んで御岳第 1軽石 (Pm一 I;小林ほか、1967)を不整合にのせ、さらに厚さ2～ 3mの

褐色風化火山灰層の堆積がみられる。曽根丘陵に分布する風化火山灰層については宮沢(1964)
。藤本 (1975)の報告がある。

宮沢 (1964)は、曽根丘陵に分布する褐色風化火山灰層を曽根ローム層と、また曽根ローム

層最下部に約30～ 90gllの厚さで堆積する黄褐色軽石層を豊富パミス層と呼び、豊富村―の沢で

の重鉱物分析から信州ローム層中の約 8万年前に降灰した御岳第 1軽石Pm― Iに対比した。
御岳第 1軽石Pm-1は その後小林ほか (1967)に よって、東方に分布軸をもち関東地域にま
で追跡される広域テフラであることが示された。

藤本 (1975)は、中道町の曽根丘陵を沖積面 。平面 。善藤面 。東山面・米倉面に地形面区分

し、ローム層が善藤面以上の面に分布することを示した。また上野原遺跡および上向山の露頭

において褐色風化火山灰層の重鉱物分析を行ない、Pm-1の 重鉱物組成が褐色風化火山灰の
それとは異なり甲府盆地内で広く対比されることを確認した。しかしPm― I以外の風化火山
灰の起源についての言及はなされていない。

沢 (1981)は、曽根丘陵の地形面を上位よりla・ Ib・ 1・ Ⅲa・ Ⅲる。Ⅳ面に分類した。そ

れによるとla面の坊ケ峰、 lb面の米倉山・王塚 。東山などは韮崎岩層流堆積物を含む曽根層

群により構成されているので30万年前前後、 1面はPm-1に 不整合でおおわれることから10
万年前以前、Ⅳ面は火山灰におおわれていないので 2万年前以降にそれぞれ形成されたとした。

平川 (1982)は、中央自動車道路笛吹サービスエリア地点での露頭の観察から、韮崎岩層流

の流下以降活発化したおそらく逆断層運動に伴う引きず り込みに起因して曽根丘陵の背斜部

(テ クトニック・バルジ)が形成されているとした。

町田。新井 (1976)は、九州姶良カルデラから約2.1～2.2万年前に噴出した姶良Tn火山灰
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(AT)が全国をおおう広域テフラであることを発見した。ATの発見は考古学の分野特に旧
石器遺物の編年に大きく貢献した。

山梨県でも都留市一杯窪遺跡においてATと その下位から石器の発見が報告されている

(小林ほか、1982)。 山梨県南東部の富士山周辺地域から南関東にかけての地域では、主として

富士火山および古くは箱根火山を給源として厚いテフラ層が堆積しており、火山灰層序学が急

速に発展していた (た とえば町田、1964;上杉ほか、1980)。

これに対し甲府盆地は富士火山の北西に位置するため、富士テフラの分布域に入るのは曽根

丘陵などの甲府盆地南東縁の一部の地域に限られる。富士テフラの分布の縁辺部であることか

らテフラ降灰量が少なく、また富士火山以外のテフラの降灰も御岳火山の活動休止以降ほとん

どないことから褐色風化火山灰層の堆積が薄い。

甲府盆地での先生器時代の遺物の出土は、中道町米倉山、下向山、立石、上の平、後呂、豊

富村弥二郎、横畑など曽根丘陵上の各遺跡、一宮町笠木地蔵遺跡、一宮・勝沼町釈迦堂遺跡群

塚越北地区、市川大門町宮の前遺跡、市之瀬台地六科丘遺跡、赤坂台地双葉 2号墳、牧丘台地

込山遺跡などに知られている (保坂ほか、1986)。 しかし出土遺物をテフロクロノロジー (火山

灰編年学)を用いて編年するという試みはこれまではとんどされていなかった。しかし最近い

くつかの地点での発掘調査において、AT層準の確認がなされてきた。(河西、1987a・ b)。

今回、上の平遺跡に近接する立石遺跡において甲府精進湖線の道路拡幅工事に伴う発掘調査

が行なわれた。これらの遺跡は沢 (1981)の Ib面上に位置している。この発掘調査で先土器時

代の石器群が褐色風化火山灰中とくに黒色帯を中心とする層準から多く出土することが明らか

になった。石器群は台形様石器や鋸歯縁をもつ削器などが含まれる。これらの石器群とテフラ

の関係を知るためにテフラ分析を行なった。ここでは従来の上野原・上の平遺跡の分析結果も

ふくめて以下に報告する。

2.分析法

湿ったままの試料約20gを稀量したあと、水を加え、超音波装置を用いて試料の分散をはか

り、分析舗 (♯250)で受けながら泥分を除去した。乾燥後、分析節 (♯ 60、 ♯250)を用いて、

>1/4mm、 および1/4～ 1/1611ullの粒径に舗別 。希量し粒径組成を算出した。なお分析に用いた試

料の乾燥重量は、別に同一試料約 5～10gを希量ビンにとって郡量後、乾燥器で105℃、5時間

放置して得られた乾燥重量から算出した。鉱物粒子の観察は、1/4～ 1/16皿の粒径砂をスライ

ドグラスに掛入し、偏光顕微鏡下でおこない、 と試料ごとに、例外を除き、火山ガラス・重鉱
物・軽鉱物の合計が300粒以上、また風化物やその他の粒子含めた合計が500粒以上になるよう

に計数した。火山ガラスの形態分類は遠藤・鈴木 (1980)に したがい、細粒鉱物粒子を多く包

有するF型ガラスはF'型として区別した。姶良Tn火山灰ATの′ミブルウォール型火山ガラ

ス (町田。新井、1976)は、遠藤・鈴木 (1980)の A・ A'型に、また吉川 (1976)の扁平型

(Ha・ Hb)に相当する。火山ガラスの屈折率の測定は、新井 (1972)の方法に従った。
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ただし、上野原遺跡・上の平遺跡では、1/4～1/16mm粒径砂を郡量後、テ トラブロモエタン

(比重約2.96)を用いて重・軽鉱物を比重分離し、秤量後プレパラートに封じ、偏光顕微鏡下

で検鏡した。重鉱物組成は重鉱物総数を基数とし、軽鉱物組成は風化粒子等を除いた火山ガラ

ス・石英 。長石・雲母の総数を基数にして各鉱物の産出割合を算出し粒数%で表示した。
したがって、上野原 。上の平遺跡における火山ガラスの表現方法と立石遺跡のそれとは算出

方法が異なるため、比較の際注意が必要である。

3.各遺跡の鉱物組成とテフラ

以下に各遺跡の分析結果について述べる。

(1)上野原遺跡

本遺跡 B区西端で採取されたPm-1よ り上位の風化火山灰試料24点である (第 1図 )。
砂分構成では、上方に向って重鉱物量の漸減と軽鉱物量の漸増傾向がみられる。

V～ I層では、A・ A'型 (いわゆるバブルウォール型)の無色火山ガラスが合わせて30～
50%台の出現率をを示す。火山ガラスの屈折率はhrallに おいて、1.497-1.501(主要レンジ1。 49

9-1,500)の値が得られた。火山ガラスの合有量の変化から見てATの降灰層準はV層最上部か
らⅢ層下部付近と推定される。

重鉱物組成ではカンラン石が優占する。カンラン石は、Ⅵ～Ⅳ層において60%台の高率を示

し、Ⅲ層最下部を境に上方に向って漸減し40～50%台 となる。このカンラン石の変化曲線は、

砂分中の重鉱物量変化と類似性がみられる。今回の分析でカンラン石が優占することから、地

表下約1.2mの火山灰層は、カンラン石を多量に含む玄武岩質の富士テフラに由来する可能性

が極めて高い。これは風化火山灰層中に黒色・褐色スコリア片が含まれることも一致する。な

お、斜方輝石・単斜輝石 。斜長石等の一部も富士火山起源の鉱物である可能性が強い。

AT層準、カンラン石の変化傾向、および暗色帯の存在は、富士火山東方の武蔵野台地立川
ローム層中の分析結果と極めて高い類似性を示している (遠藤・鈴木,1980,羽蔦ほか、198
3;東京天文台構内遺跡調査団,1983)。 従って曽根丘陵で広 く追跡できる暗色帯 (本遺跡 V

層)は、立川ローム層第 2暗色帯 (BBI)に対比されると考えられる。
V層は、軽鉱物風化粒子やインディングス石化したカンラン石がやや多く出現していること

から他に比してやや風化が進んでいる可能性がある。

石英・角FAS石・黒雲母等の一部は、後背地から運搬されてきた二次的堆積物に由来する鉱物

と考えられる。またⅢ層上部～Ⅱ層に含まれるA・ A'型火山ガラスも、二次堆積あるいは上
下方向の攪乱作用によってもたらされた可能性がある。

(め 上の平遺跡
本遺跡は、立石遺跡に近接して東山の山頂部に位置する。ナイフ形石器 2点・象J片 1点など

の先土器遺物が出土しているが、縄文時代の遺構中の撹乱された堆積物中からあるいは表面採
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取によって得られたものである。

分析試料はK※グリット西壁から採取したPm― Iお よびその上位の褐色風化火山灰試料29
点である (第 2図 )。

1/4～ 1/1611111の砂分中の重鉱物量は、重鉱物組成中のカンラン石の割合と相関的な変化を示

す。Pm-1(X層 )は、角閃石・不透明鉱物が多く、かつジルコンが産出することで特徴づ
けられる。小林ほか (1967)は、駒ケ根東中学において厚さ約 3mにおよぶPm― Iの重鉱物
組成を示している。それによるとPm-1最 上部付近で、不透明鉱物が減少し、斜方輝石・単
斜輝石が増加する傾向がみられる。本遺跡のh26～ 27においても同様の傾向がみられる。

h5～ 1においてバブルウォール型のA・ A'型火山ガラスが多産する。火山ガラス屈折率
の測定値は、血 5で 1.498-1,501(モ ード1.500)、 血 3で 1,497-1.501(モ ード1.4995)であらた。

従ってこれらの火山ガラスの浅集は、形態 。屈折率および層位から姶良Tn火山灰ATに同定
される。火山灰層の軟質化が本地点の場合 I・ Ⅱ層ばかりでなくⅢ層にまで及んでいることか

ら胤 4～ 5の火山ガラスは二次的混入の可能性もあろう。ATの降灰層準は、バブルウォール

型火山ガラスの最大含有率を示す血 3付近を中心としたⅡ層最上部からI層最下部にかけてと

考えられる。

富士火山のテフラは一般にカンラン石を多く含む玄武岩質テフラで特徴づけられ、安山岩

質～流紋岩質の木曽御岳火山あるいは両輝石安山岩の箱根火山のテフラとは区別される。富士

火山の活動は下末吉ローム層上部の堆積期までさかのぼるとされ、関東地域において下末吉―

ム層上部から上位でカンラン石の出現が従来から報告されている (関東ローム研究グループ、

1965;町 田洋ほか、1968;町 田瑞男、1973)。 上の平遺跡の分析結果は、重鉱物組成においてP

m― I直上からカンラン石が増加しV～Ⅲ層で高率を保ち、暗色帯から上方にむかってカンラ

ン石が減少する傾向が顕著である。この傾向は従来の関東地域などからの報告とよく一致して

いる。従って、富士の火山活動が活発化する約 8万年以降、富士火山から北北西約30血に位置

する曽根丘陵にも富士テフラの降灰が連続的に及んでいたと考えられる。

本遺跡の暗色帯Ⅱ層においてカンラン石が減少しはじめ、その直上付近にATの火山ガラス

濃集層準がある。この関係は南関東の立川ローム層において一般的であることから、本遺跡Ⅱ

層の暗色帯は上野原遺跡Ⅲ層暗色帯と同様立川ローム層第 2暗色帯 (BBI)に対比されると
考えられる。

本遺跡Ⅶ層 (血 25～ 21)、 および皿層 (血 9～ 7)付近の 2層準において、カンラン石のイ
ディンス石化が進んでいる。特に前者ではカンラン石の大部分がイディングス石化しており、

その上位のⅣ層とは風化程度ばかりでなく重・軽鉱物組成においてやや変化がみられる。本遺

跡Ⅲ層中のカンラン石風化は、上野原遺跡Ⅳ層のそれに対比される可能性が強い。

風化カンラン石については従来からいくつかの報告がなされているたとえば (羽鳥、1971;

羽鳥ほか、1983;町 田瑞男ほか、1983)。 町田瑞男ほか (1983)は 、カンラン石が完全にイディ

ングス石化されているのはPm-1か ら東京軽石TP直下であると述べ、飯能市新町の立川礫
層直上の秒質ローム層中においての多量のイデイングス石を報告している。上杉ほか (1983)
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は古期富士テフラ累層 (OFT)上部のY103～H3付近においてテフラの風化が激しいことを
述べている。以上のことから本遺跡Ⅶ層はPm-1か らTP直下の間の風化層準に、またⅢ層
は立川礫層直上付近の風化層準にそれぞれ対比されると考えられる。TPの年代は約4.9万年
とされていることからⅦ層の上限は約 5万年前と推定される。なお、立川礫層の年代は約 3万

年前とされている (遠藤ほか、1983)。 カンラン石の風化層準は礫層直下や水つきローム層中に

多く見られるが、本遺跡Ⅲ層のように段丘面がゆるやかな背斜構造をなしている部分で礫層よ

り少なくとも2m以上も上位の場合、地下水の影響は少ないものと考えられる。カンラン石の
風化は気候的な要因と関連性をもって形成された可能性がある。

(3)立石遺跡

試料は、A地点先土器時代調査濤の断面において第 3図に示す層位で試料13点を採取した。
1試料は、高さ 5911、 幅10oll、 奥行き5硼の直方体の部分から採取した。

分析結果を第 1表、第 3図に示す。第 1表は計数した鉱物ごとの粒数を示す。第 3図は、粒

径組成、火山ガラス・軽鉱物・重鉱物組成、形態別の火山ガラス含有率、および重鉱物組成を

示す。なお、火山ガラス含有率は、試料単位重量あたりの1/4～ 1/164Ml粒径の火山ガラスの割合

で表示した (注 1)。 以下に各地点ごとの鉱物組成の特徴についてのべる。

粒径組成は、どの試料も約90%を越える1/16剛以下のシルト・粘土粒子から構成されている。

数%の 1/4～ 1/16111111細粒砂とと～3%のと/4Elull以上の砂とを含む。これらの粒径組成は、風化作
用によって分解したテフラ粒子が細粒化していることが予想され、テフラの降灰時の粒径組成

をそのまま示すものではないと考えられる。粒径組成の層位による変化はあまり顕著ではない。

しかし、傾向として下位の褐色風化火山灰層中の血13～ 8では、1/4mm以上の粒子も2～ 4%
と比較的多く、上方にむかって漸減傾向がみられる宅黒色帯中の血7～ 5では含有砂分 (>1/

411111、 1/4～ 1/1611ull)の量は減少して数%の最低値をとる。その上位の軟質の褐色風化火山灰層
は黒色帯より増加するが、増加の大部分は1/4～ 1/16111111粒径の細砂分であり、>1/411114はほとん

どと%前後の低率で変化しない。1/4～ 1/16粒径砂分中で風化粒子などを除く火山ガラス・軽
鉱物 。重鉱物組成をみると、火山ガラスの極大が血4に明瞭に認められる。火山ガラスの割合

は、黒色帯のNQ 6～ 5付近で火山ガラス含有率が漸増し、NQ 4で約40%の極大に達している。

その後上方に緩やかに漸減し、血1～ 3で 20～30%台の値を示している。また軽鉱物は約40～60%

で変化があまり大きくないのに対し、重鉱物は、下部の褐色風化火山灰層から黒色帯にかけて

の血17～ 7で約50～60%と 高率であるが、黒色帯中で急減し、軟質風化火山灰層の比4～ 1で

は約20%前後の低率で安定している。

火山ガラス含有量を形態別にみると、バブルウォール型であるA・ A'型火山ガラスから大
部分が構成されている。またA・ A'型火山ガラスそれぞれの合有量もXTd 4に おいて極大を示
し、前述した火山ガラス・軽鉱物 。重鉱物組成における火山ガラスの極大の位置と一致してい

る。試料血4中に含まれる火山ガラスの屈折率を測定したところ、レンジ1.498～ 1.501(主

要レンジ1.499～ 1.500)の値を得た。血4を中心とするバブルウォール型無色火山ガラスの
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濃集は、火山ガラスの形態、屈

折率、および黒色帯直上に含有

量の極大があることなどの層位

関係からATに同定される。重
鉱物組成は、カンラン石・斜方

輝石・単斜輝石・不透明鉱物・

角閃石などから主として構成さ

れる。カンラン石は、血13～ 10

で50%前後の値を示したのち、

血10で 68%と 部分的な急増がみ

られ、その後血 9～ 4において

極めて緩やかな漸滅傾向がみら

れ、血 4～ 2で急減して、Na 2

では31%の極小値をとって上方

に増加傾向を示す。斜方輝石は

10～20%台の値を、単斜輝石は

10%未満の値をとる。ときに両

輝石平行連晶か認められるが極

めてまれである。角閃石は数%
が一般的であるが、NQ 3におい

て16%の含有率を示す。不透明

鉱物は10～30%台の値をとり上

方に漸増傾向を示す。

上野原遺跡 。上の平遺跡ではカンラン石の合有率は、AT直下の黒色帯で極大を示し、AT
から上位にかけてカンラン石は漸減するが、これらの傾向はどの遺跡でも共通し、また南関東

の立川ローム層第 2暗色帯 (BBI)の特徴とも一致することから本遺跡第Ⅲ層も第 2暗色帯
(BBI)に対比されると考えられる。さらに立石遺跡ではAT層準の約60～ 70clll下位のNo l
l～ 10においてカンラン石の減少とその後の急激な増加がみとめられる。これは、上の平遺跡

でATよ り90～ 100oll下位のV・ V層にみられる現象と類似する。南関東地域の東京天文台構
内遺跡などにおいて武蔵野地域のX層およびX層付近に同様な傾向がみられる場合がある。し

かしこれは地域的な堆積環境を反映している可能性もあり、武蔵野地域と直ちに対比できるか

不明だが、曽根丘陵内での対比の指標となるかもしれない。上野原遺跡の分析結果ではこれら

の層準は認められない。おそらく上野原遺跡の分析試料はこれらの層準よりも上位であると考

えられる。

第 1表 立石遺跡試料の計数鉱物

試料番号 血 1 h2 h3 血 4 Na 5 lh 6 h7 h8 Na 9 パは10 I111 N厳 12 ぷは13

A  無色 6 l

A' 無色 2 1 1 I 3

A' 褐色 1

B  無色 7 8 1 5 2 2 2 1 ] 1

C  無色 3 3 ユ ユ 1 1

F  無色 5 3 4 4 2 : 4

F  褐色 ユ

F' 無色 ! ユ 1 l

F' 褐色 二

石英 45 46

長石 128 108 95

カツラン石 63 95 105

斜方抑石 7 9 46

岡却石平行迎品 l

単斜輝石 3 5 4 2 6 4 6 6 6 6

角閃石 2 3 5 4 8 4 6 6 5

酸化角閃石 2 ユ

線艇石 l ] , I +

ジルコン

l

ザクロ石

撰酸埼鉱物

不透明払物 14 42 32

甑母 3 4 τ 5 5 2

その他 〕48 203 152

台干| 503

玉拡物小計 147

韓絋物小計 1開 152 145

火山ガラス小討 128 9 3 2 4 2
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4.立石遺跡の石器出土層位とAT

血 4を中心とする′ミブルウォール型火山ガラスの濃集部は、ATに由来するものであること

が明らかになった。このバブルウォール型火山ガラスの含有量曲線は、血 4直下で急激に増加

し、血 4で極大を示した後、No 4よ り上方では緩やかに減少することから、ATの降灰層準は

配 4付近に、すなわち黒色帯とその上位の軟質の褐色風化火山灰層の境界あるいは I層最下部

に推定される。これに対して本遺跡の出土石器は、主として黒色帯 (皿層)中およびその直下

の褐色風化火山灰層 (V層)上部に包含されていた (第 4図 )。 この石器出土層準は、明らかに

ATの降灰層準よりも下位である。従ってこれの石器群の年代はATの降灰した2.2～2.1万年

前よりも古く見積られる。下限については、立石遺跡血■～10のカンラン石の減少から増加が

東京天文台構内遺跡のX層あるいは�層に対比されるとするならば、立石遺跡出土石器は、少

なくとも武蔵野地域のX層あるいは�層よりも新しいと推定されるが、今後の再検討が必要で

あろう。なお、第 4図における丘の公園14番ホール遺跡・丘の公園第 2遺跡の出土石器は、A

T降灰以降の堆積物中に含まれるこから、立石遺跡の石器群より明らかに新しい石器群である。

甲府盆地は、富士山東方の地域とは異なり、AT以降のテフラの堆積がほとんどない地域で

ある。従って先土器時代の遺物の編年をすすめていくうえで、土壊化されてしまったAT火山

ガラスの極大層準が今のところ唯―の鍵層であるといえる。しかし曽根丘陵には富士テフラの

降灰が認められることから今後より精度の高いテフラの検出が望まれる。

注 と ある形態x型の火山ガラス合有率Axは次の式で算出した。
Ax(%)=(C/B)× (Ex/D)X100
ただし B:試 料の乾燥重量 (g)
Ci1/4-1/16皿 粒径砂分の重量 (g)
D:計数した1/4-1/16111111粒計粒子の総数

Ex:計数したx型火山ガラスの粒数
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